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２
０
１
３
年
（
平
25
）
４
月
17
日
北
九
州

市
若
松
区
の
洞
海
湾
で
、
北
の
海
に
棲
む

ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
の
雌
の
赤
ち
ゃ
ん
が
見

つ
か
っ
た
。
親
と
離
れ
た
の
か
エ
サ
を
も

ら
え
な
く
、
痩
せ
て
い
た
と
い
う
。
緊
急

に
「
し
も
の
せ
き
水
族
館
海
響
館
」
で
保

護
さ
れ
た
。
水
族
館
は
水
族
た
ち
の
命
を

守
る
救
急
病
院
の
役
割
を
持
つ
。

日
本
で
は
水
族
館
の
施
設
は
１
１
５
ほ

ど
運
営
さ
れ
て
い
る
（
中
村
元
さ
ん
の
著
書
に

拠
る
）。
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
人
た
ち
が
訪
れ
行
楽
の
場
で
あ
る
。

広
辞
苑
に
よ
る
と
水
族
館
に
つ
い
て
「
水

生
生
物
を
収
集
・
飼
育
し
、
そ
れ
を
展
示

し
て
公
衆
の
利
用
に
供
す
る
施
設
。
水
生

生
物
に
関
す
る
調
査
・
研
究
も
行
な
う
」

と
定
義
す
る
。
具
体
的
に
水
族
館
の
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
を
覗
い
て
み
よ
う
。

水
族
館
の
業
務

西
源
二
郎
・
猿
渡
敏
郎
編
著
『
水
族
館

の
仕
事
』（
東
海
大
学
出
版
会
・
２
０
０
７
）
で

は
、
飼
育
技
術
者
の
業
務
を
、
飼
育
展
示

す
る
た
め
に
水
族
を
「
集
め
る
」、
取
集
さ

れ
た
水
族
を
「
飼
育
す
る
」、
水
族
館
の
最

大
の
目
的
で
あ
る
「
展
示
す
る
」、「
見
せ

る
」。
希
少
な
水
族
や
そ
の
環
境
を
「
保
護
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す
る
」。
そ
し
て
、
水
の
環
境
と
水
族
に
つ

い
て
の
情
報
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

う
「
広
め
る
」、
さ
ら
に
こ
の
一
連
の
た
め

に
、
調
査
研
究
、「
調
べ
る
」
に
大
別
さ
れ

る
、
と
定
義
す
る
。

採
集
活
動
に
は
、
自
分
た
ち
で
行
な
う

自
家
採
集
、
漁
業
者
の
助
け
を
借
り
る
便

乗
採
集
が
あ
り
、
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
や
マ
ン

ボ
ウ
な
ど
は
漁
業
者
の
定
置
網
に
か
か
る
。

採
集
し
た
水
族
を
生
き
た
ま
ま
輸
送
す
る
。

飼
育
に
は
、
水
の
適
切
な
管
理
が
重
要
で

あ
る
。
地
先
の
海
の
水
を
汲
み
上
げ
て
水

槽
に
入
れ
、
飼
育
用
水
と
し
て
使
用
し
た

の
ち
そ
の
ま
ま
海
へ
放
流
す
る
開
放
式
と
、

一
度
汲
み
上
げ
た
水
を
何
度
も
繰
り
返
し
、

水
槽
に
注
水
す
る
循
環
濾
過
方
式
が
あ
る
。

水
族
の
食
性
は
動
物
食
性
、
植
物
食
性
、

雑
食
性
、
そ
し
て
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
食
性
な

ど
に
分
け
ら
れ
る
。
水
族
館
で
与
え
る
エ

サ
は
、
一
般
的
に
冷
凍
か
生
鮮
状
態
の
餌

を
与
え
る
が
、
生
き
た
ま
ま
の
餌
し
か
食

べ
な
い
水
族
も
い
る
。
ま
た
、
見
せ
る
に

は
、
展
示
テ
ー
マ
が
十
分
に
検
討
さ
れ
、

そ
の
水
族
館
の
特
徴
が
現
れ
て
く
る

水
族
館
で
は
、
研
究
と
し
て
、
飼
育
・

採
集
・
繁
殖
な
ど
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
猿

渡
敏
郎
・
西
源
二
郎
編
著
『
研
究
す
る
水

族
館
』（
東
海
大
学
出
版
会
・
２
０
０
９
）
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と
し
て
、
深
海
化
学
合

成
生
態
系
生
物
の
飼
育
研
究
、
黒
潮
の
魚

ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
、
マ
ン
ボ
ウ
、
ニ
タ
リ
、

シ
イ
ラ
な
ど
高
知
県
以
布
利

い

ぶ

り

の
魚
、
福
島

県
い
わ
き
市
の
魚
メ
ヒ
カ
リ
に
つ
い
て
捉

え
る
。
水
族
館
の
館
内
研
究
と
し
て
、
八

放
サ
ン
ゴ
類
の
分
類
学
と
標
本
管
理
、
ス

ベ
ス
ベ
マ
ン
ジ
ュ
ウ
蟹
と
ア
カ
マ
ン
ジ
ュ

ウ
蟹
の
個
体
発
生
、
ト
ラ
ザ
メ
の
人
工
授

精
と
卵
発
生
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
飼
育
に
つ

い
て
詳
論
す
る
。
開
館
当
初
、
高
名
な
学

者
を
館
長
ま
た
は
顧
問
に
迎
え
、
研
究
を

行
な
っ
た
。
１
９
５
４
年
（
昭
29
）
開
館

「
江
ノ
島
水
族
館
」
で
は
雨
宮
育
作
東
大
名

誉
教
授
、
１
９
６
４
年
（
昭
39
）
開
館
「
大

分
マ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」
で
は
宮
地
伝
三
郎

京
都
大
名
誉
教
授
、
１
９
６
８
年
（
昭
43
）

開
館
「
京
急
油
壺
マ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
」
で

は
末
廣
恭
雄
東
大
名
誉
教
授
な
ど
が
就
い

た
。

水
族
館
の
歴
史

鈴
木
克
美
著
『
水
族
館
』（
法
政
大
学
出
版

局
・
２
０
０
３
）
で
は
、
世
界
最
初
の
水
族

館
は
１
８
５
３
年
（
嘉
永
６
）
ロ
ン
ド
ン
・

リ
ジ
ェ
ン
ト
・
パ
ー
ク
の
動
物
園
内
に
つ

く
ら
れ
た
と
。
当
時
の
新
聞
報
道
に
よ
る

と
、
60
×
20
フ
ィ
ー
ト
の
敷
地
に
、
ガ
ラ

ス
と
鉄
骨
で
で
き
た
明
る
い
軽
や
か
な
建

物
が
あ
り
、
そ
の
透
明
な
壁
面
の
周
囲
に

板
ガ
ラ
ス
の
水
槽
が
14
個
置
か
れ
、
水
槽

内
に
は
、
甲
殻
類
、
ヒ
ト
デ
、
シ
ラ
ヒ
ゲ

ウ
ニ
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
、
ホ
ヤ
が
自
然

の
ま
ま
に
活
動
と
あ
る
。
１
８
５
３
年
は

日
本
で
は
、
嘉
永
６
年
江
戸
末
期
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
水
族
館
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、

パ
リ
・
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
ベ
ル
リ
ン
、
ル
ア
ー
ヴ

ル
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
水
族
館
建
設
の
大
流
行
が
始
ま
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
も
１
８
８
８
年
（
明
治
21
）
以

降
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ボ
ス
ト
ン
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
な
ど
で
建
設
が
始
ま
っ
た
。

日
本
の
最
初
の
水
族
館
は
１
８
８
２
年

（
明
治
15
）
上
野
動
物
園
の
付
属
施
設
と
し

て
、
観
魚
室
・
う
を
の
ぞ
き
の
水
族
館
が

で
き
た
。
こ
れ
は
長
方
形
の
建
物
の
一
方

の
壁
に
水
槽
10
個
が
一
列
に
並
べ
ら
れ
、

水
槽
内
の
魚
の
遊
泳
を
観
る
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
淡
水
魚
で
そ
の
水
は
千
川
上
水
で

あ
っ
た
。
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塊
度
抜
群
の
「
横
浜
・
八
景
島
シ
ー
パ
ラ

ダ
イ
ス
」
を
ベ
ス
ト
５
に
選
ぶ
。

さ
か
な
ク
ン
著
『
さ
か
な
ク
ン
の
水
族

館
ガ
イ
ド
』（
ブ
ッ
ク
マ
ン
社
・
２
０
１
２
）
は
、

イ
タ
チ
ザ
メ
、
エ
イ
な
ど
を
カ
ラ
フ
ル
に

わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

池
田
ま
き
子
著
『
男
鹿
水
族
館
Ｇ
Ａ
Ｏ

の
本
』（
無
名
舎
出
版
・
２
０
０
４
）
は
、
水
族

館
の
舞
台
裏
を
見
せ
て
く
れ
る
。
地
下
室

や
水
槽
の
裏
側
に
は
電
気
設
備
や
空
気
・

水
な
ど
の
冷
暖
房
施
設
、
水
槽
に
酸
素
を

送
る
ブ
ロ
ア
ー
設
備
、
金
属
製
の
大
タ
ン

ク
が
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
並
ぶ
。
水
族
た

ち
も
ま
た
人
間
と
同
様
に
、
水
と
食
糧
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
３
つ
が
欠
乏
す
る
と
生
き

て
い
け
な
い
。

２
０
１
１
年
（
平
23
）
３
月
11
日
の
東
日

本
大
地
震
と
福
島
原
発
の
災
害
で
、
こ
れ

ら
が
一
時
供
給
で
き
な
く
な
っ
た
。
い
わ

き
市
小
名
浜
港
に
あ
る
「
ア
ク
ア
マ
リ
ン

ふ
く
し
ま
」
に
は
、
７
５
０
種
類
、
20
万

点
の
水
族
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
が
、
地
震

や
津
波
に
よ
る
停
電
で
非
常
用
発
電
機
も

動
か
せ
ず
、
水
の
浄
化
も
水
槽
の
調
節
も

酸
素
の
供
給
も
で
き
ず
、
カ
ツ
オ
や
マ
グ

ロ
な
ど
高
速
で
泳
ぐ
回
遊
魚
や
サ
ン
ゴ
礁

の
生
物
な
ど
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
死
ん
だ
。
中

村
庸
夫
著
『
が
ん
ば
っ
ぺ
！
　
ア
ク
ア
マ

リ
ン
ふ
く
し
ま
』(

フ
レ
ー
ベ
ル
館
・
２
０
１
２
）

は
、
そ
の
被
災
の
状
況
と
、
動
物
た
ち
の

救
助
、
生
き
も
の
の
飼
育
施
設
の
復
興
と

職
員
た
ち
の
活
躍
を
描
い
て
い
る
。

水
族
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
場
合
、

水
族
た
ち
を
一
時
仮
水
槽
等
に
移
し
、
施

設
が
出
来
上
が
っ
た
と
き
に
再
度
水
族
館

に
戻
す
。
そ
れ
を
東
京
都
ど
真
ん
中
の
池

袋
の
水
族
館
が
行
な
っ
た
。
そ
れ
を
記
録

し
た
深
光
富
士
男
著
『
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
水

族
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
大
作
戦
』（
佼
成
出
版

社
・
２
０
１
２
）
は
、
ほ
か
の
水
族
館
に
あ

げ
る
イ
ワ
シ
、
ほ
か
の
水
族
館
に
一
時
預

け
る
ラ
ッ
コ
、
屋
上
へ
移
動
す
る
ア
シ
カ
、

ペ
ン
ギ
ン
、
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
難
題
を
克

服
し
た
。

内
田
詮
三
著
『
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
が

日
本
一
に
な
っ
た
理
由
』（
光
文
社
新
書
・
２

０
１
２
）
、
深
光
富
士
男
編
著
、
吉
田
健
二

漫
画
『
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
物
語
』（
Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
・
２
０
１
０
）
は
、
と
も
に
巨
大
水

槽
の
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
の
複
数
飼
育
、
ナ
ン

ヨ
ウ
マ
ン
タ
の
繁
殖
、
深
海
魚
飼
育
を
描

き
、
年
間
２
７
０
万
人
も
訪
れ
る
人
気
の

秘
密
を
捉
え
る
。

児
童
書
と
し
て
福
武
忍
著
『
す
い
ぞ
く

か
ん
に
い
こ
う
』
（
文
溪
堂
・
２
０
０
３
）
、

志
賀
克
行
ク
ラ
フ
ト
制
作
・
山
本
ミ
カ
コ

イ
ラ
ス
ト
・
解
説
『
つ
く
れ
る
え
ほ
ん
水

族
館
の
な
か
ま
た
ち
』（
マ
リ
ン
企
画
・
２
０

０
７
）
が
あ
る
。

以
上
、
水
族
館
の
書
を
い
く
つ
か
挙
げ

て
き
た
。
人
は
、
幼
児
の
こ
ろ
は
、
犬
や

自
動
車
と
か
動
く
も
の
に
、
そ
し
て
、
花

と
か
生
物
に
、
年
を
取
っ
て
く
る
と
堅
い

石
に
興
味
が
移
る
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
、

水
族
館
へ
の
関
心
は
す
べ
て
の
世
代
に
共

通
す
る
。

実
際
に
大
水
槽
の
水
塊
の
前
に
立
っ
た

と
き
、
浦
島
太
郎
が
竜
宮
城
に
夢
う
つ
つ

な
が
ら
、
浮
遊
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を

受
け
る
不
思
議
な
世
界
だ
。
水
族
館
は
た

だ
単
な
る
行
楽
の
場
で
な
く
、
そ
の
役
割

に
つ
い
て
、
環
境
保
全
を
含
め
水
族
の
命

を
守
り
育
て
る
意
義
が
あ
る
こ
と
を
大
い

に
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
は
、
水
族
を
育
て
る
水

と
食
糧
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
３
つ
の
循
環
を

動
か
し
て
い
る
若
い
人
た
ち
の
姿
が
見
え

て
く
る
。

１
８
８
５
年
（
明
治
18
）
民
営
の
浅
草
水

族
館
、
１
８
９
０
年
（
明
治
23
）
日
本
初
の

海
水
循
環
飼
育
シ
ス
テ
ム
採
用
、
東
京
大

学
三
崎
臨
海
実
験
所
水
族
館
が
開
設
し
、

１
８
９
８
年
（
明
治
31
）
実
験
所
は
油
壺
へ

移
転
し
油
壺
水
族
館
と
し
て
、
１
９
７
２

（
昭
47
）
ま
で
存
続
し
、
そ
の
業
績
は
我
が

国
の
海
洋
動
物
学
を
リ
ー
ド
し
た
。
さ
ら

に
こ
の
書
で
は
、
日
本
に
水
族
館
を
お
こ

し
た
人
々
と
し
て
、
和
田
水
族
館
（
兵
庫
県

和
田
岬
）
の
飯
島
魁
、
堺
水
族
館
の
西
川
藤

吉
、
産
業
振
興
を
図
る
共
進
会
で
の
水
族

館
設
置
と
『
水
族
志
』
の
著
者
の
一
人
田

中
芳
男
、
水
族
館
の
充
実
を
説
き
つ
づ
け

た
棚
橋
源
太
郎
の
業
績
を
述
べ
て
い
る
。

水
族
館
学
の
確
立

水
族
館
を
論
理
的
に
、
実
践
的
な
学
問

の
両
面
か
ら
追
究
す
る
、
鈴
木
克
美
・
西

源
二
郎
著
『
新
版
水
族
館
学
』（
東
海
大
学
出

版
会
・
２
０
１
０
）
が
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
水
族
館
と
水
族
館
学
、

水
族
館
の
歴
史
、
水
族
館
の
建
設
、
水
族

館
の
職
員
、
水
族
館
と
社
会
、
水
族
館
と

自
然
理
解
、
水
族
と
は
、
水
族
の
収
集
、

水
族
の
飼
育
、
水
族
標
本
の
保
存
、
水
族

館
の
研
究
、
水
族
館
の
教
育
、
そ
し
て
関

係
資
料
と
し
て
、
日
本
の
水
族
館
年
表
、

１
９
６
０
年
（
昭
35
）
に
現
存
し
た
１
９
３

０
年
（
昭
５
）
以
前
開
館
の
海
外
水
族
館
一

覧
、
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会
・
日
本
博

物
館
協
会
に
加
盟
の
現
存
水
族
館
（
２
０
０

８
）
、
現
存
が
確
認
さ
れ
た
（
日
本
を
除
く
）

世
界
の
水
族
館
と
な
っ
て
い
る
。
水
族
館

を
行
楽
や
生
涯
学
習
だ
け
で
な
く
、
水
産

に
お
け
る
漁
業
増
養
殖
に
よ
る
地
域
振
興

の
核
、
生
物
の
飼
育
環
境
の
保
持
に
関
わ

る
野
生
生
物
保
全
の
拠
点
な
ど
、
幅
広
い

社
会
的
役
割
と
利
用
価
値
が
あ
る
と
主
張

す
る
。
水
族
館
の
理
論
と
実
践
に
関
わ
る

バ
イ
ブ
ル
書
で
あ
る
。

水
族
館
の
魅
力
を
論
じ
た
堀
由
紀
子
著

『
水
族
館
の
は
な
し
』（
岩
波
新
書
・
１
９
９
８
）、

鈴
木
克
美
著
『
水
族
館
へ
の
招
待
』(

丸

善
・
１
９
９
４
）、
鳥
羽
山
照
夫
編
著
『
新
・

水
族
館
へ
行
き
た
く
な
る
本
』(

リ
バ
テ
ィ
書

房
・
１
９
９
６
）
が
あ
る
。

日
本
の
水
族
館

現
在
の
日
本
に
お
け
る
水
族
館
を
追
っ

て
見
た
い
。
中
村
元
著
・
写
真
『
中
村
元

の
全
国
水
族
館
ガ
イ
ド
１
１
５
』（
長
崎
出

版
・
２
０
１
２
）
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
の
１
１
５
の
水
族
館
を
水
塊
度
、
シ
ョ

ー
、
海
獣
度
、
海
水
生
物
、
淡
水
生
物
の

５
項
目
で
満
足
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

水
塊
と
は
、
水
中
と
い
う
非
日
常
世
界
、

水
の
圧
倒
的
な
存
在
感
に
よ
る
潤
い
や
清

涼
感
、
そ
の
内
に
立
体
的
に
泳
ぎ
浮
か
ぶ

命
の
姿
を
表
わ
す
。
私
た
ち
は
水
族
館
内

の
青
い
水
塊
の
ま
え
で
、
茫
然
と
た
た
ず

む
こ
と
が
多
い
、
こ
れ
は
水
塊
で
の
水
族

た
ち
の
浮
遊
の
姿
に
圧
倒
さ
れ
、
癒
さ
れ

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
し
く
浦
島
太
郎

が
竜
宮
城
で
遊
ん
だ
心
持
ち
で
あ
ろ
う
か
。

著
者
中
村
元
氏
は
全
国
水
族
館
の
ラ
ン
キ

ン
グ
と
し
て
、「
名
古
屋
港
水
族
館
」
北
館

の
超
弩
級
の
水
塊
と
イ
ル
カ
の
仲
間
の
水

中
世
界
、
圧
倒
的
な
水
量
と
水
中
に
注
ぐ

太
陽
光
に
よ
る
水
塊
と
巨
大
な
ジ
ン
ベ
エ

ザ
メ
を
も
水
中
の
景
観
の
一
つ
と
す
る

「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
」、
大
人
が
求
め
る

美
し
く
気
持
ち
の
い
い
水
塊
を
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
に
配
慮
し
た
「
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
水
族
館
」、
フ
グ
に
こ
だ
わ
っ
た
下
関
な

ら
で
は
の
地
域
性
と
亜
南
極
ペ
ン
ギ
ン
の

「
し
も
の
せ
き
水
族
館
海
響
館
」、
空
を
泳

ぐ
イ
ル
カ
や
マ
イ
ワ
シ
の
群
れ
に
よ
る
水


